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着任のごあいさつ

っております。このほど発表された総理府の世論

調査によれば、|凶答者の33.1%の方が税に関して

政府に要望があると答えており、これは物価対策

についで第 2住の高率となっています。また、 H宇

年10)-JにNH 1くが放映した特集番組r!JiHJiを追う」

は27%もの高視聴率を得たとも 附j，、ております。

私ども税務に携わる者としましては、 「適正か

っ公平な税務の執行」が念願であり、また皆様方

の期待もそこにあるのだとイ言じています。

ながら、このことは一朝一夕にして、また税務箸

だけの努力でできるものではありません。健全な

納税者の皆様でつくられているIIITrJj法人会のお力
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 早町田税務署長

残暑厳しき折柄、社団法人町田法人会員の皆様

方には、益々御清栄のこととお慶び申し上げます。

この度の人事異動で大西前署長の後任として東京

国税局査察部から参りました早川博治でございま

す。前署長同様よろしくお願い申し上げます。

IIIT田法人会の皆様には、平素税務行政の円滑ーな

運営につきまして、深い御理解と御協力を!切り厚

< filifl礼申しあげます。

しかし

が必要なのであります。そして、そのためにはこれ

まで以上にお互いの協調関係を進展させ、連絡を

密にして、より 一層111]団法人会を魅力あるものに

育ててijくことが必要だと考えます。

rfll税正義」という言葉があります。私の過去

の半分は、その実現という仕事であったわけです

が、今後は一人でも多くの「税の良き理由卒者」で

ある税務署のファンを育てたいと考えています。

どうか、皆綴方の一層の御理解ある御協力をおf.~J~

い申し |二げる次第であります。

終りに、 IIIJ川法人会のますますの御発展と会員

の背般のiJfliJ削除事業の御繁栄を祈念して私のあ

いさつと致します。

IIIT団法人会では昭和55年 8月に社団化されて以

来、その組織を 7地区22支部に分ち、また専門部

会として青年部会、婦人部会及び源泉部会を結成

する等組織の強化に努められ、それぞれが的確か

っキメの細かい事業活動を展開されてこられた結

果、最近では法人会加入率において、 80%を越え

るという輝かしい成果をあげられたとうかがって

おり、私どもにとりまして誠に心強く感じている

ところであります。これもひとえに三橋会長はじ

め役員のかたがたの並々ならぬ熱意と全員の皆様

方の税務に対する深い御理解の賜と存じ、深く敬

意を表する次第であります。特に当署管内は交通

の使が~IÉ< <、ノ〈ス利用 しかない地区が多いといっ

たことを考えますと、加入勧奨に従事された皆様

の御背労のほどがうかがわれるのであります。

ところで、税務を取りまく環境は、依然として

厳しいものがある一方、 「税制執行の両商で適正

という国民の関心が一段と高まかつ公平な税務」
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あなたの税が生きているこの社会



町田手児殺署、幹部の定期異動が去る 7月13日付

にて発令になりました。

当会の運営に積極的にご支援とご指導を賜りま

した大西署長には町田税務署を最後にこのたぴ勇

退されました。今後のご活躍とご健斗をお祈り申

しあげる次第でございます。後任として、東京国

税局査察部より早川博治殿が町田税務署長として

着任されました。署長さんのプロフィールは別段

に記したとおりです。

なお、円満な人柄で親まれてまいりました塩井

副署長さんにはご栄転のうわさもチラホラ耳にし

ましたが本年度も引続いて副署長としてご留任の

うえ皆様の相談相手になっていただけます。

また法人会活動の総べてに惜しみないご指導と

ご協力を項きました法人第一部門百々統括官には

立川税務署へご栄転になり後任として東京国税局

調査部より法人税源泉所得税部門第一統括官と

して高梨鉄男氏がご着任になり、同じく法人部門

有田第二統括官には小田原税務署にご栄転になり、

後任として藤沢税務署より藤谷国夫氏が着任され

ました。

ご転出になられました各位の法人会に寄せられ

ましたご厚志に対しまして衷心より感謝申しあげ

ますと共に今後の益々のご健斗をお祈り申しあげ

ます。

なお新しくご着任の各位には前任者に倍しての

ご支援ご協力とご指導を切にお願い申しあげる次

第でございます。

新署長さんのプロフィール
一一関連機関との連携と協調、さらに

住民の皆さんと一人でも多 く会う機会を作り たい一一

。東京国税局査察総括二課長からの転任。「隣りの

相模原市捌野辺に姉が嫁いでいるので何回かIIIJ聞

の駅頭に降りたことはあるが、駅前の再開発後は

初めてで、その発展ぶりに目を見張りました」と

町田の印象を語る。着任してまだ日も浅いが「住

んでいる人たちも人情味があるというか、人柄の

良い人達が多 く、仰Jきがいのある町で、す」とまず

は持ちあげる。

。査察畑が長〈、こわ面てを想像するが「仕事は

仕事、性格はいたって大らか」と本人自身が言う

ように、たまにはジョークも飛びだす陽気さ。

署員と一緒にカラオケスナ ックでは美声 (? ) 

を張りあげることもあるそうで、部下の職員たち

には兄貴的存在。しかし公私は混同せずで、仕事

はパリパリの方。

。税2去の仕事は調査・指導・相談および広報が柱

になっているが、 88人の署員に「一人一人が広報、

相談員になってほしい」と強調、 「究極の目的は

適正な自主申告を確保することにある。税務には

王道なし、地道な努力の積み重ねが必要で、、税を

理解してくれるフ ァン を一人でも多く確保してい

きたい」と抱負。

。そのためには 「関係機関との連携、 協調。さら

に住民の皆さんと一人でも多〈会う機会をつくり、

税を理解してもらうよ う努力していきたい」 と言

う。これまでの査察の仕事は気苦労が多く、 しか

も帰宅はほとんど深夜。長男が小学校に入学し、

大学を卒業、就職するまで続き、親子の対話がま

ったくというくらいなかったそうだが、その長男

が親のあとを継ぎ国税局に入り。現在、神田税務

署に務めているが「親の苦労を嫌というほど判っ

ていながらと・・・・・・」言葉を詰らせる。

。 一・モットーは「自分に厳しく」。趣味はゴルフ

をはじめ幅広いが、最近は庭木いじり(盆栽まで

いかないと謙そん)。

にの記事は武相新開より転載)
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皆様と直接関係のある

町田税務署幹部職員のご紹介

新
し
く
着
任
さ
れ
た旬、

法人税源泉所得税

第一部門 高梨統括官

新
し
く
着
任
さ
れ
た‘ν， 

法人税源泉所得税

第二部門 藤谷統括官

ホ昭和59年度年末調整事務等
についての説明会、

一一一開催についてのお知らせ一一

会場

町田市役所二階特別会議室

忠生市民センター

八千代信用金庫南町間支庖

横浜銀行鶴川支庖

町同市役所二階特別会議室

向 上

開催日日

11月19日 (月)

11月20日 (火)

11月21日 (水)

11月22日 (木)

11月26日 (月)

11月27日 (火)

-}必科会場Jt対象地域が決められておりますが、ご都合により
どこ の会場でも受付けますので、奮ってご参加下さい。

※ 

開始午後 1時30介
終了 午後4時00分
開会30分前です。

なお、符会場とも

受付|]ト1始は

- 4ー



町田税務署職員配席図
(昭和59年 7} 120' 1 ~見花)

干194町田市中町3-3-6
電話 0427-28-7 2 1 1 
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毛"主主計一ぜ~，~民ミィ

号、事務局よMJのお知らせ1
。簿記講習会について

※ 

※ 

59ij'-J支初級簿記講習会修了

(社)IIIJ川法人会主催による第 31111初級簿記講

門会は59年 5J J 11日を第 1lulとして簿記講附を

実施放しました処受講申込者4071。

I溝(:IIIの氷点税理士会IlJr田支部lifr同植木脱却J1-1二
の懇切丁寧なしかも判りやすい講義に交講名 A

GiJ極めて好評但に 7J J 27日に全課程を修 fめで

たく修 f式を迎えました。

受講者ーよりのアンケートの結果は、講義につ

いて良く判った、職場で充分利川できる等、、11

全の初期のU((Jが充分達成されましたので今後

も講義内響下機討更に受講者の希望に添えるよ

う労JJ致したいと考えて居リますので初心者に

|民らず振ってご参加のうえ受講され、企業経常

に役だてられるようおすすめ放します。

'11級簿記講r:1e:開講について

別添59il三山中級簿記講習会IlfJ識のお知らせの

嬰飢により Ilf，J講致しますのでぜひおlドし込みト

さL、。

今 IIJI の 中級簿記議JAi~ は実務 lJ-l当者としてこれ

だけはぜひ修得しておいて此いたい講営内容を

とり f前 えてこれを市.~ }，I~ に論議してT員く T 定です

ので仔さんのご打1¥イトに会わせ、講座日数もi'，'1" 

短縮して実施致しますので振って ご参加下さる

ようおすすめ致します。

。他法人会よりの視察並びに照会

※ 

※ 

祝察、 irj l縄県北Jjl\ ，~~法人会より当会の運営状

況 一-地区支部及び班の活動状況、会{j)曽強.illi

動の方法、会11数の維持乍について、その他本
部役員の法人会.illi日に九jしての心構え等につい

て非常に熱心に悦祭して州られました。

山形県酒|刀法人会 ・ ，~:A良県法人会連介会より、

社団化達成に伴い、組織の市性化犬、l策のための

検討資料に資するため、、1'1会の運7完;;J二の 請が~J!iJ 、

組織の概~とその活動状況、作陸部会の諸規約

と活動状況等についての資料送付の安前あり 。

=一税制改正要望全国大会開催される 一一

例年行われる 帆税;!ìlJ改 II~- 要望全l五l 大会a が本年

も、 11日干1159l，9JJ1311(村午後 111キよリ九段 1"の九

段会館に於いて開催されました。

参加|ナ|体は全|司法人会総連合のぎjt 卜、 ~t は北iÍlÍ

i1iより11，jは;'11制まで907J余の法人会ilを代ぶして
1 1'数 (I~う参集し、、11会よりは、鈴木副会長ほか

税制委ilを'11心に8名参加盛人一にしかもli&.I.止1拙!に

予行たれました。

民己'/1'J~;!(iの大生

(j J' ，'j'c関係)

今年こそ行 1111.を断行せよ

(il、人税関係)

r{jljl小il、人脱i法を制定せよ

やかに11I税't.iにもどせ

r{jW人税法をすみ
@大IPI¥';な投資減税をji

え

(J也)j税l立l係)

({2W問J川q 定資J庄;主E税のパtì~1税をするな

(付キ相H来あJ;日E

。宇相相11附対統t百市干杉税j兄u日市伽制IJね制i引川lリlの十抜友イ本3兄~ (的I~内〈句Jl改次 l川|一を1 i え

(不公'p:)むJII立l係)

。租税ümのィ、公 ‘|えを ~JF_せよ



省尋扉む
~::S::S:~:S::S:;S:営業収益の修正等:S:::1r:::S::::::S:::S::::::S::~

営業収益を計上した後、この営業収益に影響を与える「売上割戻し」、 「売上割引」

及び 「売上値号IJをした場合や、 「返品」があった場合の税務上の取扱いについては次

のようになります。

売上割戻し

売上割戻しは、 一定期間に多額又は多量の取引をした得意先に対し売上代金を返戻す

ることをいいますが、相手方との契約内容によって修正(損金計上や売上高から控除)

する時期が異なります。

契約内容等

① 算定基準が販売価
「→』
原

額 (又は数量)によっ 目IJ

ており、かつ、その基
特準が相手方に明示され

ている場合 」→ー

(基通2-4-1(1)) {列

原

「争

員Ij

② 上記①以外の場合
トー ヰ寺

(基通2-4ー1(2))

」ーう

{7IJ 

原
「ーラ

員IJ
③ 上記①又は②に該

当する場合であっても、

特約百契約の解約等特
ヰ寺

別な事実が生じるとき

まで又は 5年を超える

一定期間保証金等とし
」ーョー

て預かる場合

(基通2-4-2) 
仔IJ

取扱い 1 [ 

販売日の属する事業年度

の損金

継続適用を条件に、害1]戻

し額の通知日又は支払日

の属する事業年度の損金

売上割戻し額の通知日又

は現実の支払日の属する

事業年度の損金

売上割戻しの算定基準が

内部決定されている場合

に、その基準により計算

した額を期末に未払金計

上し、申告期限までに相

子方に通知したときは継

続適用を条件にその未払

金の計上が認められる

現実の支払日の属する事

業年度の損金

現実の支払がなくても、

保証金等に対する利息を

支払う等、実質的に相手

方が利益を亨受している

(基J邑2-4-3) と認められ

るときは、その利益を亨

受させることとした日の

属する事業年度で修正す

る

7 

相手方の取扱い

仕入割戻しは仕入日の

属する事業年度で修正

(益金計上か総仕入高

から控除@)する

(基通2-4-4(1))

仕入割戻し額の通知を

受けた日の属する事業

年度で修正する

(基通2-4-4(2))

仕入割戻しは現実

原
に支払(買掛金等

への充当を含む)

を受けた日又は実

質的に利益を亨受

したと認められる

J~ IJ 
日の属する事業年

度で修正する
(ltj盈2-4-5)

特 仕入又は通知を受

けた事業年度で修

{ダIJ
正してもよい (JSj!I!
2-4-5ただし書)



@ 仕入割戻しとして計上すべきH寺期に計上しなかった場合には、総仕入高から控除しな

いで雑益に計上されます(基通2-4-6)。

仕入控除方式.• • • • • • • .仕入商品の販売時に収益とされる

雑収入計上方式....直ちに収益とされる

(誤りの多い事例)

安 売上割戻し基準で計算していても、その資金で得意先を旅行等に招待した り、 事業用資

産及び少額物品 (おおむね 3，000円以下)以外の物品を交付している場合には、交際費等

に当たるのに売上筈Jj戻 しとした。

2 売上割引、売上値引、返品

売上割引は、代金支払期目前の支払に対する売掛金の一部免除等であり、売上値引は、

商品等の量目不足、品質不良、破損等の理由により代価から控除されるものであ って、

いずれも反品と同様、商品等の版売時期に関係な く、これらが行われた事業年度で処理

されます。

経理方法 l仁二 相手方の経理方法

① 営業外費用に計上する 日 ①営業外収益に計上する

② 売上割引を行った事業年度 ② 仕入割引を受けた事業年度

の売上高から控除する の仕入高から控除する

① 営業外費用に計上する

は
① 営業外収益に計上する

② 売上値引を行った事業年度 ② 仕入値引を受けた事業年度
の売上高から控除する の仕入高から控除する

① 相手方か ら返品の通知を受

反① 返品の通知をした事業年度
けた事業年度の売上高から控

除する
の仕入高から控除する

② 返品を現実に受取った事業
② 実際に商品を送り返した事

年度の売上高か ら控除する
業年度の仕入高から控除する

売
上
値
引

売
上
返
口
問

@l 上記①、②の方法のいずれによるかは、法人の選択するところによります。

2 当初の販売商品等について損傷などがあったこと により、他の商品等と取り替えた

場合は、特にi仮売111読を修正する必要はありません。

(誤りの多い事例〉

食 l坂売商品について返jlhの通知lがあり売上高から位除した場合には、期末までに未着であ

っても棚卸商品に含めなければな らないのに、仰l卸商品に合めなかった。

(大J縁日，j.f万W，会 rl:xl解法人税」より転紋)
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r一一一明売上げは引渡し時点で認識を一一一一D

~一定期間支払わない売上割戻しは支払時の損金目~

|調査官はここを否認した。|

くケース 1:> A社は、物品販売業を営む 9月決算の法人である。同社の売上請求は、各丹末日の締

め切りを原則としている。しかし、得意先X祉については、相手先の都合により 、9月分の請求を25

日に締め切ったが、当期の決算においても、得意先X社の売上げについて、そのまま 9月25日締め切

りで計上していた。

ところが、税務調査において、得意先X社に対する 9月26日から 9月末日までの売上げ300万円が、

当期に計上がないとして利益に加算された。

くケース 2:> B社は、鋼材販売業を営む法人である。同社は仕入先Y社からの仕入れ商品はそのま

まY社の倉庫に預託し、納品書のみを受け取って仕入れに計上していた。

そこで、 B社は得意先から商品の注文を受けた場合には、 Y社に指示して得意先へ直送させ、その

直送実績の連絡は、直送時ごとでは繁雑なため、 2ヵ月分を取りまとめ、その翌月初めにB社に連絡

することとし、 B社ではその連絡に基づき売上げに計上していた。ところが税務調査において、当期

の決算月に直送した分 500万円は、当期に計上がないとして利誌に加算された。

くケース 3:> C社は、建築請負を営む 6月決算の法人である。同社は施主甲からビルの建築工.事を

1億円で請け負い、 58年 6月中に工事を完了し、ビル全体のカギを施主に交付した。しかし、 同社は

58年 6月期の決算においては、ビル建築に際しての足場、丸太などの撤去が一部終わっていなかった

ため、その工事原価 9，000万円を未成工事支出金として計上するにとどめ、請負収入は計上しなかっ

た。

ところが税務調査において、請負11又入計上漏れ l億円、工事原制fj認容9，000万円とされた。

くケース4:> D社は、物品卸売業を営む 5月決算の法人である。58年5月期は、売りげが思ったよ

り伸びたので、貢献のあった特約庖に対して総額 600万円の売上割戻しを行う契約をした。 一方、新

たに売掛債権の保全を図るため、特約百から保証金を預かることとし、売上割戻しをもってこれに充

てることとした。

なお、この保証金の預り期間は、特約居契約の解除の時までとし、この聞は無利息とした。

この売上割戻しについて、当期の未払金として損金に計上するとともに直ちに特約百に通知した。

ところが、税務調査により売上書Ij戻しの慎金計上は否認された。

iなぜ 否 認さ れた か |

ケース l、 2は決算月の売上げが翌期に計上されていたケースです。事業年度の中途のJJにおいて

-9-



は、納品の月と月次決算に計上の月とが違っても問題はありませんが、ケース Iおよび 2のように決

算月においては、売上前求の締切後の納品や、直送売上げなどが経理部門への連絡が不卜分のためな

どにより、決算に計上漏れとなる例が多くみられます。

ケース lのA社の場介、 X社の売上箭求の締切 Hがたまたま 9JJだけで、その締切に相当のJ1Ii由が

ないと判断されたものでしょうし、また、ケース 2は、 2ヵ月もためて売上げに計上しており、課税

上弊害があるものと判断されたものでしょう。

ケース 3は請負収入の収益計上時期の問題です。収益の計上時期は、その販売形態などに応じ次の

ようになっています。

(1) 商品、製品などのl仮売 出荷の日または検収の日等その引渡しの日

(2) 請負いの収入 建築請負工事のように、物の引き渡しを要するものは、 目的物を引き渡した日、

ビル管理のように物の引渡しを要しないものは役務の提供を完了した日 (基通2-1-5)。

(3) 固定資産の売却 H的物を引き渡した日

従って、ケース 3の場令は、前述の(2)でいう「目的物を引き渡した日」が請負収入の計上の日とな

りますが、 C社がビル全体のカギを施主甲に交付したということは、ビルの所有権を引き継いだもの

であり、仮りに足場などの撤去が未了であっても、カギの交付日をもって引渡しの日と解されます。

ケース 4は売上割戻しのHi金計上が否認されたケースです。販売会社が特約底と取引する場合には、

特約庖に支払うべき売上割戻しを保証金に振り替えるケースが見受けられます。

この事例は、売上割戻しを特約庖契約の解除まで保証金として預かっているものであり、また、無

利息であることから、 D社では売上割戻しを、実質的には支払っていないと 同様の状態にあり 、また

反面、特約百側においても、実質的にその支払いを受けていないと同様の状態にあるということがで

きます。

従って、損金として認められなかったものと考えられます。

ド ノて イ 討
① 決算凡の売上請求の締切日から期末までの売上げを計上しているか。

② 未成工事のなかに、完成し、引波し済みのものが含まれていないか。

③ 仕入先から得意先への直送売上げについては、伝票類と資金の流れから売上高と仕入高が見合っ

ているかどうか、また仕入先の預け商品が棚卸資産に計上されているかどうかも併せて検討する必

更がある。

④ 翌J例の納品書などを 日付)1固に整理し、 当期の売上げに計上漏れがないかを確認する必要がある。

(大蔵財務協会「否認項目集」より転載)

-10-
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法人会の経営者先酪志合保障制度と他類似VIP大型総合保障制度との比較

法人会経常者
日本生命 fj二友'1命 i;!JIII'I:命

大型保l'吊1t;111支

①災 '[11: 死亡[米 附 1億JlI 1億1'1 I億1I1 1イ怠川

② 病 気 死亡保附 5，000 ); 5，000 J; 5，000 Jj 5，000 Jj 

③ 
4 n以内の入院 (11古川 10，000111 。 。 。

入院 5 11 以 1'.12011までの入院 (11矧〕
20，000JlI 5，000JlI 3，000JlI 5，000JlI 耳三 による (人F立の 11にs遡って)

I.i!!、 休業 休業
f引手 121 11以 |の入院 (11似〕

10，000111 。 。 。σコ ( 7~ 0 IIIIN出)
tド

入院によらない休業 (73011阪皮)
自主 (1:日 r: llí の ? fì K~ を裂する 1' 1 :七縦長を介む)

10，000111 。 。 。
よ
④ 通 院 [米 間 (J8011以内9011限度) 5，00011] 。 。 。

る
⑤ |芙 ，!)，{ f;f: 100 JJ川まで 。 。 。
⑥ 1
'
¥， f*' 〔科皮によ り〕 150Jj-5，OOO}j 50}} -350 Jj 50 Jj -350}; 50 JJ -350 J) 

⑦手 Wr {示 〔極~íí により 〕 207; -50}} 57j-20Jj 3 Jj-12}} 5 }}-20Jj 

20 11 r;，J.120 11 ;までの入院 ( 11 Wit) 20，000111 10 ，00011 1 5，00011] 10，000111 

③ 121 11以 上18011までの入院 (11 Mt) 20，00011 J 。 。 。
f丙 !求人柄{品川 270 11 以 の 入院 180Jj 。 20 }} 。
~ 

27011 以 |入院後に滋院 したとき 60 ); 。 。 。
よ

2011以 1.12011までの入院 (11M) 10，000111 5，000JlI 3，00011J 5，000111 
⑨入院1器開

121円以 上18011までの入院 (11制〕 10，000Jl1 。 。 。
る (目見人病

以外)
270 日 以 | の入院 90JJ 。 。 。
270日以 |入院後に込院したとき 30 Jj 。 。 。

⑬下 や'I:i f~ 〔何世Jiにより〕
20)} -50}} 

5 )j-20)j :J )J -12)j 
5 JJ-20JJ * ( ) 1人lはl友人州のは;令 (10-40)J) ( 5 -20)J) 

i呆 険 キ|
30 ，:& 29，1231'1 20，105111 19，466111 20，0401'1 

~O ，:& 38，:3031'1 28，545111 27，7021'1 28，480111 
()J刻!・リltU

50 j:& 59，5931'J 48，295111 47，0971'1 48，220111 

fiz がJ 曲i7 15-75i訟 20-60 ，~定 15-65，次 20-65，荻

取般 市r~ j!11 
ilt 終 f;f: F市守的 85歳以 卜 70級以卜 75，~定以卜 75，夜以 |、

lt .¥ili "f íi~ {I 附 80歳以 卜 60歳以卜 60，:，長以 |、 69，歳以 卜

j凶 ~~r 以 l'市 IY I 11¥1 30{11I¥I 20iJl::1 20{11:¥I 20Qllll 
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従業hの知H<IJI'/生をはカ‘って勤'')J¥告、欲?:t.:かめ

人材を確保して弓~:tの友之成長をはカ・ることを 1 1的とした ;t lJliですL

ι|の|制|度|の|す|ぐ|れ|た|特|色|
*慰金は1人月額16，000円まで全額演金(必要経費)で経理できます。

*将来支払うべき多額の退磁金を月々わずかの担基金で計画的に準備できます。

*従業員の定着とその安定を計り、企業の発展に役立ちます。

*働金は1口1.000円から最高16口16.000円まで。

|採|用|の|メ|リlッ|ト|
オ 控E共済者の過去勤務期簡を通算すること!こより、さら|こ充実した退隠金制度ガ確立できます。

2 この取敏いによる出金(過去勤務握手金)は全額ガ煩金または必要経費に計上できます。

お問い合わせは

社会品互相
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(財)東法違特定週障室共清会

干160東京都新宿区坂町13-4・全法連会館内
電話(03)281-0978

地区別研修会開催についてお知らせ

(社)IIIT団法人会にては今回、会員のご出席の便宜のため各地区にての研修会を、下記日程により開

催致しますので、お繰合せのうえぜひご出席下さい。地区4']]:に改めてご案内は差しあげます。

テーマ あなたの会社の損益分岐点

躍進する企業 ・明日の経営

講師 IIIJ同税務署法人部門担当官

税埋士会町田支部、税理士

地区名 月 日 時 間 dzh x 場 地区名 月 日 時 問 4z2x h 場

南地 lズ 10月15円(月) 14 : 00 -16 : 30 胸ケーユー商事会議室 町|叫
11 } I 5 11 (/J) 14: 00 -16: 30 

I!lTIIJ rli鶴ml1201 附6111 田TlIJ.ltJtTA 町IIIdi森野230 0日3717

産品川地区 10n 20 Rω 14 :00-16:30 繍j兵銀行総川支出 .'1:，1I:t也!J<: 11 JI 5 11 (/ J) 18: 00 -2 1: 00 忠乍rJi氏センター(ホーlレ)

小間急、線量白川駅前 日411121 田I川di忠生3-14 担])2802

町[11有地区 lOJl30 R ('l() 14 :00-16:30 町IIIrJi商工会第 l会議室 J!{! t血l天 11 JJ 14 11 (刈 14:00-16:30 J持dil正センター

四TIl:I市原町1IJ3-3-22 a~5957 町日1difliJf，(町795(100003 


